
別表第１（第５条関係)
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集落排水事業特別
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・農業集落排水水処理施設の整備により、農村の生活環境の改善を図るとともに、公
共用　　水域の水質保全を図る
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

Ｂ１ 見直しの上で継続（拡大）

Ｂ２

初期投資が合併浄化槽に比べ多額であり、今後予定されている地区への対応を検討するとと
もに、加入率の向上対策が必要と考えます。

集落排水事業は、浄化総事業に比べて初期投資と歳月を要するため、説明会及びアンケート調査を実施した結果
をふまえて、見直しを検討する必要がある。

Ｃ３

判 定

Ｃ３

Ｅ

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

見直しの上で継続（手段改善等）

見直しの上で継続（縮小）

Ｃ１

Ｂ３

大幅な見直しの上で継続（拡大）

Ｃ２ 大幅な見直しの上で継続（手段改善等）

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 現状のまま継続（実施）

田沢地区が完成し、今後、（森腰・荒町）
については、初期投資が合併浄化槽に比べ
て多額の費用が必要であため一時中止し、
説明会及びアンケート調査を実施し、見直
しを検討する必要がある。

Ｃ３
Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

大幅な見直しの上で継続（縮小）

国・県・他自治体の動向

下水道事業を取り巻く状況が変化してきており、整備の時代から維持管理時
代へ移り、地方公営企業として経営されてきた下水道事業についても、その
財政負担のありかたや、事業経営のありかたについて厳しい目が注がれてい
る。

判 定 に 至 っ た 理 由

終了（完成及び目的を達成し終了した事業）

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

農集処理区：戸沢・桧木内・西明寺・西明寺西部・西明寺南部・前郷・田沢（平成２１年度完成）
整備済面積：３２４ＨＡ
整備済人口：５，０８０人
水洗化人口：２，９３９人

環境保護意識の高まりを背景に、下水道事業の必要性は認識しているが、整
備のための莫大な事業費用及び個人負担も多くかかるため、一部の住民には
理解が得られていない。
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